
(57)【要約】

【課題】着用時の股間部のごわつき感を低減するととも

に吸収具を着用者の股間部へと確実に付勢する。

【解決手段】パンツタイプの吸収具保持カバー１の中央

本体部２は、トップシート２１、バックシート２３、並

びに、前方部２０１および後方部２０３に設けられる第

１吸収コア２２１および第２吸収コア２２２を備える。

外装部３は、内装シート３１、外装シート３２、および

、中間部３０２に接合される複数の中間弾性部材３３を

備える。吸収具保持カバー１の内側には、着用者からの

排泄物を受ける吸収具９が交換可能に取り付けられる。

吸収具保持カバー１では、中央本体部２の中間部２０２

に吸収コアが設けられていないため、着用時の股間部の

ごわつき感を低減することができる。また、中間弾性部

材３３により吸収具保持カバー１の中間部に伸縮性が与

えられており、当該中間部の収縮力により吸収具９を着

用者の股間部へと確実に付勢することができる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 着 用 者 か ら の 排 泄 物 を 受 け る 吸 収 具 が 交 換 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 吸 収 具 保 持 カ バ ー で あ
っ て 、
　 着 用 者 の 股 間 部 か ら 前 後 に 広 が る と と も に 前 記 着 用 者 に 対 向 す る ト ッ プ シ ー ト と 、
　 前 記 ト ッ プ シ ー ト の 前 記 着 用 者 と は 反 対 側 を 覆 う バ ッ ク シ ー ト と 、
　 前 記 着 用 者 の 腹 側 に お い て 前 記 ト ッ プ シ ー ト と 前 記 バ ッ ク シ ー ト と の 間 に 設 け ら れ る 第
１ 吸 収 体 と 、
　 前 記 着 用 者 の 背 側 に お い て 前 記 ト ッ プ シ ー ト と 前 記 バ ッ ク シ ー ト と の 間 に 設 け ら れ る 第
２ 吸 収 体 と 、
　 前 記 着 用 者 の 股 間 部 に 対 向 す る と と も に 前 記 ト ッ プ シ ー ト と 前 記 バ ッ ク シ ー ト と の 間 に
吸 収 体 が 存 在 し な い 、 ま た は 、 前 記 第 １ 吸 収 体 お よ び 前 記 第 ２ 吸 収 体 よ り も 薄 い 吸 収 体 が
設 け ら れ る 中 間 部 に 伸 縮 性 を 与 え る 弾 性 部 材 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 吸 収 具 保 持 カ バ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 吸 収 具 保 持 カ バ ー で あ っ て 、
　 前 記 中 間 部 に お い て 、 前 記 ト ッ プ シ ー ト と 前 記 バ ッ ク シ ー ト と の 間 に 吸 収 体 が 存 在 し な
い こ と を 特 徴 と す る 吸 収 具 保 持 カ バ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 吸 収 具 保 持 カ バ ー で あ っ て 、
　 前 記 弾 性 部 材 が 、 前 記 第 １ 吸 収 体 、 前 記 中 間 部 お よ び 前 記 第 ２ 吸 収 体 が 並 ぶ 長 手 方 向 に
沿 っ て 伸 縮 す る こ と を 特 徴 と す る 吸 収 具 保 持 カ バ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 吸 収 具 保 持 カ バ ー で あ っ て 、
　 前 記 中 間 部 に お い て 、 前 記 長 手 方 向 に 垂 直 な 方 向 に 対 し て ３ ｃ ｍ 以 上 １ ０ ｃ ｍ 以 下 の 幅
を 有 す る 領 域 に 前 記 弾 性 部 材 が 接 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 吸 収 具 保 持 カ バ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 吸 収 具 保 持 カ バ ー で あ っ て 、
　 前 記 弾 性 部 材 が 、 前 記 中 間 部 の 前 記 長 手 方 向 に 平 行 な 中 心 線 に 関 し て 対 称 に 設 け ら れ る
こ と を 特 徴 と す る 吸 収 具 保 持 カ バ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 吸 収 具 保 持 カ バ ー で あ っ て 、
　 前 記 弾 性 部 材 が 、 前 記 長 手 方 向 に 沿 っ て 伸 び る と と も に 前 記 長 手 方 向 に 垂 直 な 幅 方 向 に
配 列 さ れ る 複 数 の 糸 状 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 吸 収 具 保 持 カ バ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か に 記 載 の 吸 収 具 保 持 カ バ ー で あ っ て 、
　 前 記 中 間 部 が 折 り 曲 げ ら れ て 前 記 第 １ 吸 収 体 と 前 記 第 ２ 吸 収 体 と が 前 記 ト ッ プ シ ー ト を
挟 ん で 対 向 し 、 前 記 ト ッ プ シ ー ト お よ び 前 記 バ ッ ク シ ー ト の 前 記 第 １ 吸 収 体 の 左 右 両 側 の
部 位 が 、 前 記 ト ッ プ シ ー ト お よ び 前 記 バ ッ ク シ ー ト の 前 記 第 ２ 吸 収 体 の 左 右 両 側 の 部 位 に
そ れ ぞ れ 直 接 ま た は 間 接 的 に 接 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 吸 収 具 保 持 カ バ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 着 用 者 か ら の 排 泄 物 を 受 け る 吸 収 具 が 交 換 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 吸 収 具 保 持
カ バ ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 着 用 者 の 排 泄 物 を 受 け る 使 い 捨 て タ イ プ の 吸 収 性 物 品 と し て 、 ト ッ プ シ ー ト
と バ ッ ク シ ー ト と の 間 に 粉 砕 パ ル プ 等 に よ り 形 成 さ れ た 吸 収 コ ア を 設 け た 吸 収 性 本 体 、 お
よ び 、 吸 収 性 本 体 の 両 側 に 取 り 付 け ら れ て 尿 等 の 漏 出 を 防 止 す る 立 体 ギ ャ ザ を 備 え る も の
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が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ の 使 い 捨 て タ イ プ の 女 性 用 シ ョ ー ツ 型 吸 収 性 物 品 で は 、 パ ン ツ タ イ プ の 外 装
体 の 内 側 に 設 け ら れ た 吸 収 性 本 体 が 、 長 手 方 向 の 両 端 部 お よ び 排 泄 ポ イ ン ト 近 傍 に お い て
外 装 体 に 接 着 さ れ て い る 。 当 該 吸 収 性 本 体 で は 、 着 用 者 と は 反 対 側 に 長 手 方 向 に 伸 び る 弾
性 部 材 が ２ ５ ｍ ｍ 以 上 の 幅 に 亘 っ て 設 け ら れ て お り 、 排 泄 ポ イ ン ト 近 傍 に お い て 弾 性 部 材
の 伸 縮 性 を 消 失 さ せ る よ う に 当 該 弾 性 部 材 が 吸 収 性 本 体 に 接 着 さ れ て い る 。 そ し て 、 排 泄
ポ イ ン ト の 前 後 に お い て 弾 性 部 材 が 収 縮 す る こ と に よ り 、 吸 収 性 本 体 の 排 泄 ポ イ ン ト 近 傍
の 部 位 が 着 用 者 側 に 凸 と な っ た 状 態 で 着 用 者 の 股 間 部 に フ ィ ッ ト す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 使 い 捨 て タ イ プ の 吸 収 性 物 品 で は 、 少 量 の 排 尿 時 等 で あ っ て も 吸 収 性 物 品 全
体 を 交 換 す る 必 要 が あ る た め 、 使 用 者 に と っ て 経 済 的 な 負 担 が 大 き く な っ て し ま う 。 そ こ
で 、 使 い 捨 て タ イ プ の 吸 収 性 物 品 の 内 側 に 安 価 な 吸 収 具 （ い わ ゆ る 、 尿 取 り パ ッ ド 等 ） を
取 り 付 け て 着 用 し 、 少 量 の 排 尿 時 に は 当 該 吸 収 具 の み を 交 換 す る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ２ で は 、 吸 収 パ ッ ド を 内 側 に 配 し て 着 用 さ れ る 吸 収 性 カ バ ー に お い て 、 着 用 者
の 腹 側 お よ び 背 側 に 配 さ れ る 部 位 の 幅 方 向 両 側 に 設 け ら れ た フ ラ ッ プ 部 に の み 吸 収 体 を 設
け る こ と に よ り 、 吸 収 体 の 材 料 使 用 量 を 低 減 し て 吸 収 性 カ バ ー を 安 価 に 製 造 す る 技 術 が 開
示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ２ ０ ６ ４ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ ０ １ ０ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 通 常 の 使 い 捨 て お む つ の 内 側 に 吸 収 パ ッ ド を 取 り 付 け て 装 着 し た 場 合 、 着 用
者 の 股 間 部 に は 、 吸 収 パ ッ ド の 吸 収 コ ア お よ び 使 い 捨 て お む つ 本 体 の 吸 収 コ ア が 存 在 す る
こ と と な っ て ご わ つ き 感 が 生 じ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ の 吸 収 性 カ バ ー を 吸 収 パ ッ ド と 共 に 着 用 し た 場 合 、 着 用 者 の 動 き 等 に
よ り 吸 収 パ ッ ド が 着 用 者 と 吸 収 性 カ バ ー と の 間 に お い て ず れ て し ま い 、 排 泄 物 が 吸 収 パ ッ
ド の 側 方 か ら 吸 収 性 カ バ ー へ と 流 れ 出 て し ま っ た り 、 排 泄 物 を 吸 収 パ ッ ド に よ り 受 け る こ
と が で き な い 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 着 用 時 の 股 間 部 の ご わ つ き 感 を 低 減 す
る と と も に 吸 収 具 を 着 用 者 の 股 間 部 へ と 確 実 に 付 勢 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 着 用 者 か ら の 排 泄 物 を 受 け る 吸 収 具 が 交 換 可 能 に 取 り 付 け ら
れ る 吸 収 具 保 持 カ バ ー で あ っ て 、 着 用 者 の 股 間 部 か ら 前 後 に 広 が る と と も に 前 記 着 用 者 に
対 向 す る ト ッ プ シ ー ト と 、 前 記 ト ッ プ シ ー ト の 前 記 着 用 者 と は 反 対 側 を 覆 う バ ッ ク シ ー ト
と 、 前 記 着 用 者 の 腹 側 に お い て 前 記 ト ッ プ シ ー ト と 前 記 バ ッ ク シ ー ト と の 間 に 設 け ら れ る
第 １ 吸 収 体 と 、 前 記 着 用 者 の 背 側 に お い て 前 記 ト ッ プ シ ー ト と 前 記 バ ッ ク シ ー ト と の 間 に
設 け ら れ る 第 ２ 吸 収 体 と 、 前 記 着 用 者 の 股 間 部 に 対 向 す る と と も に 前 記 ト ッ プ シ ー ト と 前
記 バ ッ ク シ ー ト と の 間 に 吸 収 体 が 存 在 し な い 、 ま た は 、 前 記 第 １ 吸 収 体 お よ び 前 記 第 ２ 吸
収 体 よ り も 薄 い 吸 収 体 が 設 け ら れ る 中 間 部 に 伸 縮 性 を 与 え る 弾 性 部 材 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 吸 収 具 保 持 カ バ ー で あ っ て 、 前 記 中 間 部 に
お い て 、 前 記 ト ッ プ シ ー ト と 前 記 バ ッ ク シ ー ト と の 間 に 吸 収 体 が 存 在 し な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 吸 収 具 保 持 カ バ ー で あ っ て 、 前 記
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弾 性 部 材 が 、 前 記 第 １ 吸 収 体 、 前 記 中 間 部 お よ び 前 記 第 ２ 吸 収 体 が 並 ぶ 長 手 方 向 に 沿 っ て
伸 縮 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 吸 収 具 保 持 カ バ ー で あ っ て 、 前 記 中 間 部 に
お い て 、 前 記 長 手 方 向 に 垂 直 な 方 向 に 対 し て ３ ｃ ｍ 以 上 １ ０ ｃ ｍ 以 下 の 幅 を 有 す る 領 域 に
前 記 弾 性 部 材 が 接 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 吸 収 具 保 持 カ バ ー で あ っ て 、 前 記 弾 性 部 材
が 、 前 記 中 間 部 の 前 記 長 手 方 向 に 平 行 な 中 心 線 に 関 し て 対 称 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 吸 収 具 保 持 カ バ ー で あ っ て 、 前 記
弾 性 部 材 が 、 前 記 長 手 方 向 に 沿 っ て 伸 び る と と も に 前 記 長 手 方 向 に 垂 直 な 幅 方 向 に 配 列 さ
れ る 複 数 の 糸 状 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か に 記 載 の 吸 収 具 保 持 カ バ ー で あ
っ て 、 前 記 中 間 部 が 折 り 曲 げ ら れ て 前 記 第 １ 吸 収 体 と 前 記 第 ２ 吸 収 体 と が 前 記 ト ッ プ シ ー
ト を 挟 ん で 対 向 し 、 前 記 ト ッ プ シ ー ト お よ び 前 記 バ ッ ク シ ー ト の 前 記 第 １ 吸 収 体 の 左 右 両
側 の 部 位 が 、 前 記 ト ッ プ シ ー ト お よ び 前 記 バ ッ ク シ ー ト の 前 記 第 ２ 吸 収 体 の 左 右 両 側 の 部
位 に そ れ ぞ れ 直 接 ま た は 間 接 的 に 接 合 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 で は 、 着 用 時 の 股 間 部 の ご わ つ き 感 を 低 減 す る と と も に 吸 収 具 を 着 用 者 の 股 間 部
へ と 確 実 に 付 勢 す る こ と が で き る 。 請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 着 用 時 の 股 間 部 の ご わ つ き 感 を
よ り 一 層 低 減 す る こ と が で き る 。 請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 吸 収 具 を 着 用 者 の 股 間 部 へ と よ り
確 実 に 付 勢 す る こ と が で き る 。 請 求 項 ４ お よ び ５ の 発 明 で は 、 吸 収 具 を 吸 収 具 保 持 カ バ ー
に 容 易 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る パ ン ツ タ イ プ の 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ の 外 観 を
示 す 図 で あ る 。 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ の 内 側 （ す な わ ち 、 着 用 者 側 ） に は 、 着 用 者 か ら の 排
泄 物 を 受 け る 吸 収 具 （ い わ ゆ る 、 吸 収 パ ッ ド ） が 交 換 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ を 展 開 し て 広 げ た 状 態 で 着 用 者 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。
図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ は 、 吸 収 性 を 有 す る 略 シ ー ト 状 の 中 央
本 体 部 ２ 、 お よ び 、 中 央 本 体 部 ２ が 着 用 者 側 に 接 合 さ れ る パ ン ツ タ イ プ の 外 装 部 ３ を 備 え
る 。 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ で は 、 中 央 本 体 部 ２ の 図 ２ 中 の 下 側 の 部 位 ２ ０ １ が 着 用 者 の 腹 側
に 接 し 、 図 ２ 中 の 上 側 の 部 位 ２ ０ ３ が 着 用 者 の 背 側 に 接 す る 。 以 下 の 説 明 で は 、 中 央 本 体
部 ２ の 着 用 者 の 腹 側 お よ び 背 側 に 接 す る 部 位 ２ ０ １ ， ２ ０ ３ を そ れ ぞ れ 、 「 前 方 部 ２ ０ １
」 お よ び 「 後 方 部 ２ ０ ３ 」 と 呼 び 、 前 方 部 ２ ０ １ と 後 方 部 ２ ０ ３ と の 間 で 着 用 者 の 股 間 部
に 対 向 す る 部 位 ２ ０ ２ を 「 中 間 部 ２ ０ ２ 」 と 呼 ぶ 。 ま た 、 前 方 部 ２ ０ １ 、 中 間 部 ２ ０ ２ お
よ び 後 方 部 ２ ０ ３ が 並 ぶ 方 向 （ す な わ ち 、 図 ２ 中 の 上 下 方 向 ） を 長 手 方 向 、 長 手 方 向 に 垂
直 な 方 向 を 幅 方 向 と い う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ２ 中 に 二 点 鎖 線 に て 示 す よ う に 、 平 面 視 に お い て 略 矩 形 状 の 吸 収
具 ９ が 、 中 央 本 体 部 ２ の 着 用 者 側 に お い て 前 方 部 ２ ０ １ 、 中 間 部 ２ ０ ２ お よ び 後 方 部 ２ ０
３ に 亘 っ て 配 置 さ れ 、 面 フ ァ ス ナ 等 に よ り 中 央 本 体 部 ２ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は 、 吸 収 具 ９ を 図 ２ 中 に 示 す Ａ － Ａ の 位 置 で 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ
う に 、 吸 収 具 ９ は 、 吸 液 性 の 吸 収 コ ア ９ ２ 、 吸 収 コ ア ９ ２ の 着 用 者 側 の 主 面 を 覆 う 透 液 性
の ト ッ プ シ ー ト ９ １ 、 お よ び 、 吸 収 コ ア ９ ２ の も う 一 方 の 主 面 を 覆 う 撥 水 性 ま た は 不 透 液
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性 の バ ッ ク シ ー ト ９ ３ を 備 え 、 ト ッ プ シ ー ト ９ １ と バ ッ ク シ ー ト ９ ３ と は 、 ホ ッ ト メ ル ト
接 着 剤 等 に よ り 吸 収 コ ア ９ ２ の 周 囲 に て 接 合 さ れ る 。 吸 収 具 ９ で は 、 長 手 方 向 （ す な わ ち
、 図 ２ 中 の 上 下 方 向 ） の ほ ぼ 全 域 に 亘 っ て 吸 収 コ ア ９ ２ が 設 け ら れ て お り 、 着 用 者 か ら の
排 泄 物 を 受 け て そ の 水 分 を 吸 収 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ お よ び 図 ５ は 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ を 図 ２ 中 に 示 す Ａ － Ａ お よ び Ｂ － Ｂ の 位 置 で （
す な わ ち 、 中 央 本 体 部 ２ の 中 間 部 ２ ０ ２ お よ び 前 方 部 ２ ０ １ に 対 応 す る 位 置 で ） そ れ ぞ れ
切 断 し た 断 面 図 で あ る 。 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ で は 、 中 央 本 体 部 ２ の 後 方 部 ２ ０ ３ に 対 応 す
る 位 置 に お け る 断 面 は 図 ５ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ 、 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 中 央 本 体 部 ２ は 、 中 間 部 ２ ０ ２ か ら 前 方 部 ２ ０ １
お よ び 後 方 部 ２ ０ ３ に 広 が る （ す な わ ち 、 着 用 者 の 股 間 部 か ら 前 後 に 広 が る ） と と も に 着
用 者 に 対 向 す る ト ッ プ シ ー ト ２ １ 、 ト ッ プ シ ー ト ２ １ の 着 用 者 と は 反 対 側 を 覆 う バ ッ ク シ
ー ト ２ ３ 、 前 方 部 ２ ０ １ に お い て （ す な わ ち 、 着 用 者 の 腹 側 に お い て ） ト ッ プ シ ー ト ２ １
と バ ッ ク シ ー ト ２ ３ と の 間 に 設 け ら れ る 吸 液 性 の 吸 収 体 で あ る 第 １ 吸 収 コ ア ２ ２ １ 、 お よ
び 、 後 方 部 ２ ０ ３ に お い て （ す な わ ち 、 着 用 者 の 背 側 に お い て ） ト ッ プ シ ー ト ２ １ と バ ッ
ク シ ー ト ２ ３ と の 間 に 設 け ら れ る 吸 液 性 の 吸 収 体 で あ る 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ を 備 え る 。 中
央 本 体 部 ２ で は 、 第 １ 吸 収 コ ア ２ ２ １ 、 中 間 部 ２ ０ ２ お よ び 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ が 長 手 方
向 に 並 ぶ 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 中 央 本 体 部 ２ は 、 さ ら に 、 中 央 本 体 部 ２ の 長 手 方 向 の ほ ぼ 全 長 に 亘 っ て 幅 方 向 の 両 側 に
設 け ら れ た 一 対 の 側 壁 部 ２ ４ を 備 え る 。 一 対 の 側 壁 部 ２ ４ の そ れ ぞ れ に は 、 長 手 方 向 に 伸
び る 複 数 の 弾 性 部 材 （ 図 示 省 略 ） が 接 合 さ れ て お り 、 図 ２ に 示 す よ う に 吸 収 具 保 持 カ バ ー
１ を 広 げ た 状 態 で は 、 弾 性 部 材 は 伸 張 状 態 と な っ て い る 。 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ で は 、 弾 性
部 材 が 収 縮 す る こ と に よ り 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 側 壁 部 ２ ４ の 内 側 の エ ッ ジ が 着 用 者 側 に
向 か っ て 立 ち 上 が り 、 着 用 時 に 着 用 者 の 脚 の 付 け 根 近 傍 に 当 接 す る 立 体 ギ ャ ザ ー が 形 成 さ
れ る 。 ま た 、 中 央 本 体 部 ２ の 長 手 方 向 の 両 端 部 近 傍 で は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 側 壁 部 ２ ４
は ほ ぼ 全 幅 に 亘 っ て ト ッ プ シ ー ト ２ １ お よ び バ ッ ク シ ー ト ２ ３ に 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 側 壁 部 ２ ４ は 、 撥 水 性 ま た は 不 透 液 性 の 不 織 布 （ 例 え ば 、 ス パ ン ボ ン ド 不 織 布 や メ ル ト
ブ ロ ー 不 織 布 、 Ｓ Ｍ Ｓ （ ス パ ン ボ ン ド ・ メ ル ト ブ ロ ー ・ ス パ ン ボ ン ド ） 不 織 布 ） や プ ラ ス
チ ッ ク フ ィ ル ム 、 あ る い は 、 こ れ ら の 複 合 材 料 に よ り 形 成 さ れ る 。 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ の
快 適 性 向 上 の 観 点 か ら は 、 側 壁 部 ２ ４ は 通 気 性 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ に 吸 収 具 ９ が 取 り 付 け ら れ る 際 に は 、 図 ４ 中 に 二 点 鎖 線 に て 示 す よ
う に 、 一 対 の 側 壁 部 ２ ４ の 間 に お い て 吸 収 具 ９ の バ ッ ク シ ー ト ９ ３ （ 図 ３ 参 照 ） に 設 け ら
れ た 面 フ ァ ス ナ （ 図 示 省 略 ） 等 を ト ッ プ シ ー ト ２ １ に 係 合 す る こ と に よ り 吸 収 具 ９ が 吸 収
具 保 持 カ バ ー １ に 固 定 さ れ る 。 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ で は 、 側 壁 部 ２ ４ に よ り 吸 収 具 ９ の 側
方 に 排 泄 物 が 流 れ 出 る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ト ッ プ シ ー ト ２ １ は 透 液 性 の 材 料 、 例 え ば 、 親 水 性 繊 維 に よ り 形 成 さ れ た 不 織 布 で あ り
、 着 用 者 か ら の 排 泄 物 が 吸 収 具 ９ の 長 手 方 向 の 端 部 か ら 流 れ 出 た 場 合 に 、 排 泄 物 の 水 分 を
捕 捉 し て 第 １ 吸 収 コ ア ２ ２ １ ま た は 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ へ と 移 動 さ せ る 。 ト ッ プ シ ー ト ２
１ と し て 利 用 さ れ る 不 織 布 は 、 例 え ば 、 ポ イ ン ト ボ ン ド 不 織 布 や エ ア ス ル ー 不 織 布 、 ス パ
ン レ ー ス 不 織 布 で あ り 、 こ れ ら の 不 織 布 を 形 成 す る 親 水 性 繊 維 と し て は 通 常 、 セ ル ロ ー ス
や レ ー ヨ ン 、 コ ッ ト ン 等 が 用 い ら れ る 。 な お 、 ト ッ プ シ ー ト ２ １ と し て 、 表 面 を 活 性 剤 に
よ り 親 水 処 理 し た 疎 水 性 繊 維 （ 例 え ば 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、
ポ リ ア ミ ド 、 ナ イ ロ ン ） に よ り 形 成 さ れ た 透 液 性 の 不 織 布 が 利 用 さ れ て も よ く 、 ま た 、 開
孔 を 有 す る プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム が 利 用 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 第 １ 吸 収 コ ア ２ ２ １ お よ び 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ は 、 親 水 性 繊 維 （ 例 え ば 、 粉 砕 し た パ ル
プ 繊 維 や セ ル ロ ー ス 繊 維 ） に 粒 状 の 吸 水 性 ポ リ マ ー （ 例 え ば 、 Ｓ Ａ Ｐ (Super Absorbent P
olymer)） を 混 合 し た も の で あ り 、 第 １ 吸 収 コ ア ２ ２ １ お よ び 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ （ す な
わ ち 、 親 水 性 繊 維 お よ び 吸 水 性 ポ リ マ ー ） は テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー や 透 液 性 シ ー ト に よ り 包
み 込 ま れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 前 方 部 ２ ０ １ か ら 中 間 部 ２ ０ ２ を 経 由 し て 後 方 部 ２
０ ３ ま で 連 続 す る テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー に よ り 第 １ 吸 収 コ ア ２ ２ １ お よ び 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２
２ が 包 み 込 ま れ て お り 、 当 該 テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー に よ り 、 親 水 性 繊 維 の 型 崩 れ 、 お よ び 、
吸 水 性 ポ リ マ ー の 脱 落 （ 特 に 、 吸 水 後 に お け る 脱 落 ） が 防 止 さ れ る 。 第 １ 吸 収 コ ア ２ ２ １
お よ び 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ は 、 ト ッ プ シ ー ト ２ １ 、 並 び に 、 第 １ 吸 収 コ ア ２ ２ １ お よ び 第
２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ を 包 む テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー を 透 過 し た 水 分 を 吸 収 し て 迅 速 に 固 定 す る 。
中 央 本 体 部 ２ で は 、 第 １ 吸 収 コ ア ２ ２ １ お よ び 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ の 間 の 中 間 部 ２ ０ ２ に
お い て 、 ト ッ プ シ ー ト ２ １ と バ ッ ク シ ー ト ２ ３ と の 間 に は 吸 収 コ ア は 存 在 せ ず 、 テ ィ ッ シ
ュ ペ ー パ ー の み が 存 在 す る 。 な お 、 図 ４ で は 、 当 該 テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー の 図 示 を 省 略 し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 バ ッ ク シ ー ト ２ ３ は 撥 水 性 ま た は 不 透 液 性 の 不 織 布 で あ り 、 ト ッ プ シ ー ト ２ １ を 透 過 し
た 水 分 、 お よ び 、 第 １ 吸 収 コ ア ２ ２ １ お よ び 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ に 一 旦 吸 収 さ れ た 水 分 が
、 中 央 本 体 部 ２ の 外 側 に し み 出 す の を 防 止 す る 。 バ ッ ク シ ー ト ２ ３ と し て 利 用 さ れ る 不 織
布 は 、 例 え ば 、 ス パ ン ボ ン ド 不 織 布 や メ ル ト ブ ロ ー 不 織 布 、 Ｓ Ｍ Ｓ 不 織 布 で あ り 、 必 要 に
応 じ て 撥 水 処 理 が 施 さ れ て も よ い 。 な お 、 撥 水 性 ま た は 不 透 液 性 の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム
や 、 上 記 不 織 布 と プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム と の 複 合 材 料 等 が バ ッ ク シ ー ト ２ ３ と し て 利 用 さ
れ て も よ い 。 こ の 場 合 、 着 用 者 の 快 適 性 の 観 点 か ら は 、 通 気 性 を 有 す る プ ラ ス チ ッ ク フ ィ
ル ム が 利 用 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ 、 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 外 装 部 ３ は 、 着 用 者 に 対 向 す る と と も に 中 央 本 体
部 ２ が 接 合 さ れ る 内 装 シ ー ト ３ １ 、 お よ び 、 内 装 シ ー ト ３ １ の 着 用 者 と は 反 対 側 を 覆 う 外
装 シ ー ト ３ ２ を 備 え る 。 内 装 シ ー ト ３ １ と し て は 撥 水 性 の 不 織 布 が 用 い ら れ 、 外 装 シ ー ト
３ ２ と し て は 、 バ ッ ク シ ー ト ２ ３ と 同 様 の 撥 水 性 ま た は 不 透 液 性 の 不 織 布 や プ ラ ス チ ッ ク
フ ィ ル ム 、 あ る い は 、 不 織 布 と ブ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム と の 複 合 材 料 が 用 い ら れ る 。 外 装 シ
ー ト ３ ２ に プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム が 利 用 さ れ る 場 合 、 着 用 者 の 快 適 性 の 観 点 か ら は 、 バ ッ
ク シ ー ト ２ ３ と 同 様 に 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム は 通 気 性 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 中 央 本 体 部 ２ は ホ ッ ト メ ル ト 接 着 剤 ４ に よ り 外 装 部 ３ の
内 装 シ ー ト ３ １ に 接 着 さ れ て い る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ で は 、 平 行 斜
線 を 付 し て 示 す 部 位 、 す な わ ち 、 中 央 本 体 部 ２ の 長 手 方 向 の 両 端 部 近 傍 お よ び 中 間 部 ２ ０
２ に お い て 、 中 央 本 体 部 ２ が 外 装 部 ３ に 接 着 さ れ る 。 中 央 本 体 部 ２ の 上 記 接 着 部 位 以 外 の
部 位 は 、 外 装 部 ３ と 離 間 可 能 と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ に 示 す 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ で は 、 中 央 本 体 部 ２ の 中 間 部 ２ ０ ２ お よ び 外 装 部 ３ の 中
間 部 ２ ０ ２ に 対 応 す る 部 位 （ 以 下 、 「 中 間 部 ３ ０ ２ 」 と い う 。 ） が 折 り 曲 げ ら れ 、 中 央 本
体 部 ２ の 第 １ 吸 収 コ ア ２ ２ １ と 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ と が ト ッ プ シ ー ト ２ １ を 挟 ん で 対 向 す
る 。 そ し て 、 ト ッ プ シ ー ト ２ １ お よ び バ ッ ク シ ー ト ２ ３ （ 図 ５ 参 照 ） の 第 １ 吸 収 コ ア ２ ２
１ の 左 右 両 側 （ す な わ ち 、 幅 方 向 の 両 側 ） の 部 位 が 、 ト ッ プ シ ー ト ２ １ お よ び バ ッ ク シ ー
ト ２ ３ の 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ の 左 右 両 側 の 部 位 に 、 そ れ ぞ れ 外 装 部 ３ を 介 し て 間 接 的 に 接
合 さ れ る こ と に よ り 、 パ ン ツ タ イ プ の 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ が 形 成 さ れ る 。 以 下 の 説 明 で は
、 外 装 部 ３ に お い て 中 央 本 体 部 ２ の 前 方 部 ２ ０ １ お よ び 後 方 部 ２ ０ ３ に 対 応 す る 部 位 を そ
れ ぞ れ 、 「 前 方 部 ３ ０ １ 」 お よ び 「 後 方 部 ３ ０ ３ 」 と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ 、 図 ２ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 外 装 部 ３ は 、 中 間 部 ３ ０ ２ に お い て 、 内 装 シ ー ト
３ １ と 外 装 シ ー ト ３ ２ と の 間 に 設 け ら れ る 複 数 （ 本 実 施 の 形 態 で は ７ 本 ） の 糸 状 部 材 で あ
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る 中 間 弾 性 部 材 （ い わ ゆ る 、 糸 ゴ ム ） ３ ３ を さ ら に 備 え る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 複 数 の 中
間 弾 性 部 材 ３ ３ は 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 伸 び る と と も に 幅 方 向 に 配 列 さ れ て お り 、 中 間 部 ３
０ ２ の 長 手 方 向 に 平 行 な 中 心 線 ３ ０ ０ （ 中 央 本 体 部 ２ お よ び 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ の 中 心 線
で も あ る 。 ） に 関 し て 対 称 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ は 、 外 装 部 ３ の 中 間 部 ３ ０ ２ の ほ ぼ 全 長 に 亘 る （ す な わ ち 、 中 央 本 体
部 ２ の 中 間 部 ２ ０ ２ の ほ ぼ 全 長 に 亘 る ） と と も に 幅 方 向 に 対 し て ３ ｃ ｍ 以 上 １ ０ ｃ ｍ 以 下
の 幅 を 有 す る 領 域 （ 以 下 、 「 弾 性 領 域 」 と い う 。 ） に お い て 内 装 シ ー ト ３ １ お よ び 外 装 シ
ー ト ３ ２ に 接 着 さ れ て お り 、 図 ２ に 示 す よ う に 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ を 広 げ た 状 態 で は 伸 張
状 態 と な っ て い る 。 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ の 長 手 方 向 に 関 す る 長 さ は 、 中 央 本 体 部 ２ の 中 間 部
２ ０ ２ の 長 さ に ほ ぼ 等 し い 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 弾 性 領 域 の 幅 （ す な わ ち 、 幅 方 向 の 最 も
外 側 に 位 置 す る ２ 本 の 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ の 間 の 距 離 ） は 約 ６ ｃ ｍ で あ り 、 弾 性 領 域 に お い
て ７ 本 の 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ が 約 １ ｃ ｍ ピ ッ チ に て 配 列 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ で は 、 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ が 長 手 方 向 に 沿 っ て 伸 縮 す る こ と に よ り 、
外 装 部 ３ の 中 間 部 ３ ０ ２ 、 お よ び 、 中 間 部 ３ ０ ２ に 接 着 さ れ て い る 中 央 本 体 部 ２ の 中 間 部
２ ０ ２ に 伸 縮 性 が 与 え ら れ る 。 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ と し て は 、 ポ リ ウ レ タ ン 糸 等 が 用 い ら れ
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 外 装 部 ３ は 、 ま た 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 腰 周 り お よ び 脚 周 り の 開 口 に 沿 う 複
数 の 糸 状 の 弾 性 部 材 ３ ４ ， ３ ５ を 備 え 、 内 装 シ ー ト ３ １ と 外 装 シ ー ト ３ ２ と の 間 に 伸 張 状
態 で 接 合 さ れ た 弾 性 部 材 ３ ４ ， ３ ５ の 収 縮 力 に よ り 、 外 装 部 ３ が 着 用 者 の 腰 お よ び 脚 の 付
け 根 近 傍 に 適 度 に 密 着 す る 。 外 装 部 ３ は 、 さ ら に 、 前 方 部 ３ ０ １ お よ び 後 方 部 ３ ０ ３ に お
い て 幅 方 向 に 伸 び る 複 数 の 糸 状 の 弾 性 部 材 を 備 え 、 内 装 シ ー ト ３ １ と 外 装 シ ー ト ３ ２ と の
間 に 伸 張 状 態 で 接 合 さ れ た 当 該 弾 性 部 材 の 収 縮 力 に よ り 、 外 装 部 ３ の 前 方 部 ３ ０ １ お よ び
後 方 部 ３ ０ ３ が 着 用 者 の 腹 部 お よ び 背 部 に 適 度 に 密 着 す る 。 な お 、 図 １ 、 図 ２ 、 図 ５ お よ
び 図 ６ で は 、 図 の 理 解 を 容 易 に す る た め に 、 当 該 弾 性 部 材 の 図 示 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ を 着 用 す る 際 に は 、 通 常 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ に 脚 を 挿 入 し 、 膝 の
辺 り ま で を 引 き 上 げ ら れ た 状 態 の 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ の 内 側 に 吸 収 具 ９ を 上 か ら 挿 入 す る
。 続 い て 、 吸 収 具 ９ を 中 央 本 体 部 ２ の 中 間 部 ２ ０ ２ を 中 心 と し て 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ 内 に
載 置 し 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ に 対 し て 押 圧 す る こ と に よ り 吸 収 具 ９ を 吸 収 具 保 持 カ バ ー １
に 取 り 付 け た 後 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ を 腰 部 ま で 引 き 上 げ て 装 着 す る 。 吸 収 具 保 持 カ バ ー
１ を 吸 収 具 ９ と 共 に 着 用 す る こ と に よ り 、 少 量 の 排 尿 時 等 に は 水 分 が 吸 収 具 ９ の み に よ り
吸 収 さ れ る た め 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ を 交 換 す る こ と な く 吸 収 具 ９ の み を 交 換 す る こ と に
よ り 経 済 的 な 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ で は 、 中 央 本 体 部 ２ の 中 間 部 ２ ０ ２ に 吸 収 コ ア が 設 け ら れ て い な い
た め 、 着 用 者 の 股 間 部 に お け る 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ の 体 積 を 低 減 し て 着 用 時 の 股 間 部 の ご
わ つ き 感 を 低 減 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ の 着 用 感 を 向 上 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 仮 に 、 中 央 本 体 部 の 中 間 部 に 吸 収 コ ア が 設 け ら れ て い る と す る と 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー を
着 用 す る こ と に よ り 股 間 部 に お い て 中 間 部 の 吸 収 コ ア が よ れ て 皺 が 発 生 す る 。 こ の 場 合 、
吸 収 具 の 交 換 時 に 、 よ れ て い る 中 間 部 に 新 し い 吸 収 具 を 取 り 付 け る こ と と な る た め 、 吸 収
具 の 取 り 付 け を 容 易 に 行 う こ と が で き な い 。 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ で は 、 中 間 部 ２ ０ ２ に 吸
収 コ ア が 設 け ら れ て い な い た め 、 吸 収 具 ９ の 交 換 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ で は 、 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ に よ り 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ の 中 間 部
（ す な わ ち 、 外 装 部 ３ の 中 間 部 ３ ０ ２ お よ び 中 央 本 体 部 ２ の 中 間 部 ２ ０ ２ ） に 伸 縮 性 が 与
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え ら れ て お り 、 当 該 中 間 部 の 収 縮 力 に よ り 中 央 本 体 部 ２ に 取 り 付 け ら れ た 吸 収 具 ９ を 着 用
者 の 股 間 部 へ と 確 実 に 付 勢 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 吸 収 具 ９ が 着 用 者 と 吸 収 具 保 持
カ バ ー １ と の 間 で ず れ て し ま う こ と を 防 止 す る こ と が で き 、 吸 収 具 ９ に よ り 排 泄 物 を 確 実
に 受 け る こ と が で き る 。 中 間 部 で は 、 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ が 長 手 方 向 に 沿 っ て 伸 縮 す る た め
、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ の 着 用 時 に 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ が 伸 張 さ れ て 収 縮 力 が 大 き く な り 、 吸
収 具 ９ を 着 用 者 の 股 間 部 へ と よ り 確 実 に 付 勢 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 と こ ろ で 、 通 常 の パ ン ツ タ イ プ の 吸 収 具 保 持 カ バ ー は 、 い わ ゆ る オ ー プ ン タ イ プ （ す な
わ ち 、 着 用 者 の 腹 側 に 当 接 す る 部 位 と 背 側 に 当 接 す る 部 位 と を 粘 着 テ ー プ 等 に よ り 腰 周 り
で 止 着 し て 着 用 す る タ イ プ ） の 吸 収 具 保 持 カ バ ー に 比 べ て 吸 収 具 の 取 り 付 け が 難 し く 、 ま
た 、 装 着 時 に 吸 収 具 を 着 用 者 に 付 勢 す る 力 を 加 減 す る こ と が 容 易 で は な い 。 吸 収 具 保 持 カ
バ ー １ は 、 上 述 の よ う に 、 吸 収 具 ９ を 着 用 者 の 股 間 部 へ と 確 実 に 付 勢 す る こ と が で き る た
め 、 パ ン ツ タ イ プ の 吸 収 具 保 持 カ バ ー に 特 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ で は 、 中 間 部 の 弾 性 領 域 に お い て 複 数 の 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ が 幅 方 向
に 配 列 さ れ て い る た め 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ を 装 着 す る 際 に 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ が 伸 張 さ れ
る こ と に よ り 弾 性 領 域 が 長 手 方 向 に 引 き 延 ば さ れ て 略 平 面 状 に な る 。 す な わ ち 、 吸 収 具 ９
の 中 央 近 傍 と 対 向 す る 部 位 が 平 面 状 と さ れ る た め 、 吸 収 具 ９ を 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ に 対 し
て 容 易 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 吸 収 具 ９ を 容 易 に 取 り 付 け る と い う 観 点 か ら 、 弾 性 領
域 の 幅 は 、 様 々 な 種 類 の 吸 収 具 の 中 央 部 の 幅 を 考 慮 し て ３ ｃ ｍ 以 上 １ ０ ｃ ｍ 以 下 （ よ り 好
ま し く は ４ ｃ ｍ 以 上 ８ ｃ ｍ 以 下 ） と さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 弾 性 領 域 で は 、 複 数 の 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ が 中 心 線 ３ ０ ０ （ 図 ２ 参 照 ） に 関 し て 対 称 に 設
け ら れ る こ と に よ り 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ の 着 用 時 に 平 面 状 と な る 上 述 の 部 位 も 中 心 線 ３
０ ０ に 関 し て 左 右 対 称 と な る 。 こ の た め 、 吸 収 具 ９ を 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ の 幅 方 向 の 中 央
に 容 易 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ａ に つ い て 説 明 す る 。 図 ７
は 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ａ の 構 成 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ａ は 、 図
１ お よ び 図 ２ に 示 す 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ の 構 成 に 加 え て 、 中 央 本 体 部 ２ と 外 装 部 ３ と の 間
に 設 け ら れ る シ ー ト 部 材 ５ を 備 え る 。 ま た 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ａ で は 、 中 間 弾 性 部 材 ３
３ が 外 装 部 ３ で は な く シ ー ト 部 材 ５ に 設 け ら れ る 。 そ の 他 の 構 成 は 図 １ お よ び 図 ２ と 同 様
で あ り 、 以 下 の 説 明 に お い て 同 符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ８ お よ び 図 ９ は 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ａ を 図 ７ 中 の Ｃ － Ｃ お よ び Ｄ － Ｄ の 位 置 で （ す
な わ ち 、 中 央 本 体 部 ２ の 中 間 部 ２ ０ ２ お よ び 前 方 部 ２ ０ １ に 対 応 す る 位 置 で ） そ れ ぞ れ 切
断 し た 断 面 図 で あ る 。 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ａ で は 、 中 央 本 体 部 ２ の 後 方 部 ２ ０ ３ に 対 応 す
る 位 置 に お け る 断 面 は 図 ９ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ７ な い し 図 ９ に 示 す よ う に 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ａ は 、 中 央 本 体 部 ２ 、 シ ー ト 部 材 ５
お よ び 外 装 部 ３ を 備 え る 。 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 中 央 本 体 部 ２ は 、 ト ッ プ シ ー ト ２
１ 、 バ ッ ク シ ー ト ２ ３ 、 並 び に 、 前 方 部 ２ ０ １ お よ び 後 方 部 ２ ０ ３ に 設 け ら れ る 第 １ 吸 収
コ ア ２ ２ １ お よ び 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ を 備 え 、 外 装 部 ３ は 、 内 装 シ ー ト ３ １ お よ び 外 装 シ
ー ト ３ ２ を 備 え る 。 中 央 本 体 部 ２ で は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 中 間 部 ２ ０ ２ に は 吸
収 コ ア は 設 け ら れ ず 、 ト ッ プ シ ー ト ２ １ と バ ッ ク シ ー ト ２ ３ と の 間 に は 、 第 １ 吸 収 コ ア ２
２ １ お よ び 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ を 包 む テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー の み が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ａ で は 、 シ ー ト 部 材 ５ の 外 装 部 ３ に 対 向 す る 側 の 面 全 体 が 、 ホ ッ ト
メ ル ト 接 着 剤 ４ を 介 し て 外 装 部 ３ の 図 ７ 中 に 二 点 鎖 線 に て 示 す 領 域 ３ ０ に 接 着 さ れ て お り
、 中 央 本 体 部 ２ の 長 手 方 向 の 両 端 部 近 傍 お よ び 中 間 部 ２ ０ ２ が ホ ッ ト メ ル ト 接 着 剤 ４ を 介

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-185329 A 2007.7.26



し て シ ー ト 部 材 ５ に 接 着 さ れ て い る 。 中 央 本 体 部 ２ の 上 記 接 着 部 位 以 外 の 部 位 は 、 シ ー ト
部 材 ５ お よ び 外 装 部 ３ と 離 間 可 能 と さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 シ ー ト 部 材 ５ は 、 積 層 さ れ て 互 い に 接 合 さ れ る 第 １ シ ー ト ５ １ お よ び 第 ２ シ ー ト ５ ２ 、
並 び に 、 中 央 本 体 部 ２ の 中 間 部 ２ ０ ２ に 対 向 す る 位 置 に て 第 １ シ ー ト ５ １ と 第 ２ シ ー ト ５
２ と の 間 に 固 定 さ れ る 複 数 （ 本 実 施 の 形 態 で も ７ 本 ） の 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ を 備 え る 。 中 間
弾 性 部 材 ３ ３ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 中 央 本 体 部 ２ の 中 間 部 ２
０ ２ の ほ ぼ 全 長 に 亘 っ て 伸 び る と と も に 幅 方 向 に 配 列 さ れ る 糸 状 部 材 で あ り 、 長 手 方 向 に
平 行 な 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ａ の 中 心 線 に 関 し て 対 称 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ は 、 ３ ｃ ｍ 以 上 １ ０ ｃ ｍ 以 下 （ 本 実 施 の 形 態 で も 、 約 ６ ｃ ｍ ） の 幅 を
有 す る 弾 性 領 域 に お い て 第 １ シ ー ト ５ １ お よ び 第 ２ シ ー ト ５ ２ に 接 着 さ れ て お り 、 図 ７ に
示 す よ う に 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ａ を 広 げ た 状 態 で は 伸 張 状 態 と な っ て い る 。 弾 性 領 域 で は
、 ７ 本 の 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ は 約 １ ｃ ｍ ピ ッ チ に て 配 列 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ａ で も 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ が 長 手 方 向
に 沿 っ て 伸 縮 す る こ と に よ り 、 中 央 本 体 部 ２ の 中 間 部 ２ ０ ２ お よ び 外 装 部 ３ の 中 間 部 ３ ０
２ に 伸 縮 性 が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ａ で は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 中 央 本 体 部 ２ の 中 間 部 ２ ０ ２
に 吸 収 コ ア が 設 け ら れ て い な い た め 、 着 用 時 の 股 間 部 の ご わ つ き 感 を 低 減 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ の 収 縮 力 に よ り 、 中 央 本 体 部 ２ に 取 り 付 け ら れ た 吸 収 具 を 着
用 者 の 股 間 部 へ と 確 実 に 付 勢 す る こ と が で き る 。 さ ら に は 、 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ が 長 手 方 向
に 沿 っ て 設 け ら れ て い る た め 、 吸 収 具 を 着 用 者 の 股 間 部 へ と よ り 確 実 に 付 勢 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 複 数 の 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ が 幅 方 向 に 配 列 さ れ て い る
た め 、 吸 収 具 を 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ａ に 対 し て 容 易 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 さ ら に は
、 複 数 の 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ が 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ａ の 中 心 線 に 関 し て 対 称 に 設 け ら れ る
こ と に よ り 、 吸 収 具 を 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ａ の 幅 方 向 の 中 央 に 容 易 に 取 り 付 け る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ｂ に つ い て 説 明 す る 。 図 １
０ は 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ｂ の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 吸 収 具 保
持 カ バ ー １ ｂ で は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ の 構 成 に 加 え て 、 中 央 本 体
部 ２ の 中 間 部 ２ ０ ２ に お い て ト ッ プ シ ー ト ２ １ と バ ッ ク シ ー ト ２ ３ （ 図 ４ 参 照 ） と の 間 に
第 １ 吸 収 コ ア ２ ２ １ お よ び 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ よ り も 薄 い 吸 収 体 で あ る 第 ３ 吸 収 コ ア ２ ２
３ が 設 け ら れ る 。 そ の 他 の 構 成 は 図 １ お よ び 図 ２ と 同 様 で あ り 、 以 下 の 説 明 に お い て 同 符
号 を 付 す 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ｂ で は 、 中 央 本 体 部 ２ の 中 間 部 ２ ０ ２ に 設 け ら れ た 第 ３ 吸 収 コ ア ２
２ ３ が 第 １ 吸 収 コ ア ２ ２ １ お よ び 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ よ り も 薄 く さ れ る こ と に よ り 、 着 用
者 の 股 間 部 に お け る 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ｂ の 体 積 が 低 減 さ れ る た め 、 着 用 時 の 股 間 部 の ご
わ つ き 感 を 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 中 間 弾 性 部 材 ３ ３
の 収 縮 力 に よ り 、 中 央 本 体 部 ２ に 取 り 付 け ら れ た 吸 収 具 を 着 用 者 の 股 間 部 へ と 確 実 に 付 勢
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ ｂ で は 、 特 に 、 中 央 本 体 部 ２ の 中 間 部 ２ ０ ２ に お い て 吸 収 具 の 幅 方
向 の 端 部 か ら 排 泄 物 が 漏 出 し た 場 合 、 第 ３ 吸 収 コ ア ２ ２ ３ に よ り 当 該 排 泄 物 の 水 分 を 速 や
か に 吸 収 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 着 用 時 の 股 間 部 の ご わ つ き 感 を よ り 一 層 低 減 す る 必
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要 が あ る 場 合 に は 、 中 央 本 体 部 ２ の 中 間 部 ２ ０ ２ に は 吸 収 コ ア が 設 け ら れ な い こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し て き た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ
れ る も の で は な く 、 様 々 な 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 第 １ お よ び 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 吸 収 具 保 持 カ バ ー で は 、 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ は 外 装 部
３ で は な く 中 央 本 体 部 ２ に 設 け ら れ て も よ い 。 例 え ば 、 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ は 、 中 間 部 ２ ０
２ に お い て バ ッ ク シ ー ト ２ ３ の 着 用 者 側 に 接 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ は 、 必 ず し も 糸 状 部 材 で あ る 必 要 は な く 、 例 え ば 、 帯 状 の ポ リ ウ レ タ
ン フ ィ ル ム や 天 然 ゴ ム 等 が 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ と し て 利 用 さ れ て も よ い 。 １ 枚 の 帯 状 の ポ リ
ウ レ タ ン フ ィ ル ム が 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ と し て 用 い ら れ る 場 合 、 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ が 接 着 さ
れ る 弾 性 領 域 の 幅 は 、 当 該 ポ リ ウ レ タ ン フ ィ ル ム の 幅 と な る 。 た だ し 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー
の 製 造 コ ス ト を 低 減 す る と い う 観 点 か ら は 、 複 数 の 糸 状 部 材 が 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ と し て 用
い ら れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 上 記 実 施 の 形 態 に 係 る 吸 収 具 保 持 カ バ ー で は 、 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ が 長 手 方 向 に 関 し て 中
央 本 体 部 ２ の 中 間 部 ２ ０ ２ と ほ ぼ 同 じ 長 さ と さ れ る が 、 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ は 、 中 間 部 ２ ０
２ よ り も 長 く さ れ て も よ い 。 例 え ば 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ で は 、
中 間 弾 性 部 材 ３ ３ が 、 外 装 部 ３ の 前 方 部 ３ ０ １ 、 中 間 部 ３ ０ ２ お よ び 後 方 部 ３ ０ ３ に 亘 っ
て 設 け ら れ て も よ い 。 こ の 場 合 、 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ の 両 端 部 は 、 中 央 本 体 部 ２ の 長 手 方 向
の 両 端 部 と 中 間 部 ２ ０ ２ と の 間 の 非 接 着 部 位 （ す な わ ち 、 中 央 本 体 部 ２ に お い て 外 装 部 ３
と 接 合 さ れ て い な い 部 位 ） に 対 向 す る 位 置 に 位 置 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 構 成 と
す る こ と で 、 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ が 収 縮 し た 際 に 、 第 １ 吸 収 コ ア ２ ２ １ お よ び 第 ２ 吸 収 コ ア
２ ２ ２ が 中 間 部 ２ ０ ２ 側 に 引 っ 張 ら れ る こ と が 防 止 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 吸 収 コ ア ２
２ １ お よ び 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ に 皺 が 生 じ る こ と を 防 止 し 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ の 着 用 感
が 低 下 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 外 装 部 ３ の 前 方 部 ３ ０ １ お よ び 後 方 部 ３ ０ ３ に お い て 、 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ は 内 装
シ ー ト ３ １ お よ び 外 装 シ ー ト ３ ２ に 接 着 さ れ な く て も よ い 。 例 え ば 、 伸 張 状 態 に お い て 長
手 方 向 に 関 す る 長 さ が 外 装 部 ３ に ほ ぼ 等 し い 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ を 、 伸 張 状 態 に て 中 間 部 ３
０ ２ の み に 接 着 し 、 中 間 弾 性 部 材 ３ ３ の 接 着 さ れ た 部 位 の 両 側 の 部 位 を 中 間 弾 性 部 材 ３ ３
に 接 着 す る こ と な く 、 内 装 シ ー ト ３ １ お よ び 外 装 シ ー ト ３ ２ の 間 に 挟 ん で お く 構 成 と す る
こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 吸 収 具 保 持 カ バ ー １ の 製 造 に お い て 、 外 装 部 ３ に 対 す る 中 間 弾
性 部 材 ３ ３ の 取 り 付 け 工 程 が 簡 素 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 述 の 吸 収 具 保 持 カ バ ー で は 、 中 央 本 体 部 ２ の 形 状 が 、 前 方 部 ２ ０ １ お よ び 後 方 部 ２ ０
３ の 幅 が 中 間 部 ２ ０ ２ の 幅 よ り も 広 い 砂 時 計 型 と さ れ て も よ い 。 さ ら に は 、 ト ッ プ シ ー ト
２ １ お よ び バ ッ ク シ ー ト ２ ３ の 第 １ 吸 収 コ ア ２ ２ １ の 左 右 両 側 （ す な わ ち 、 幅 方 向 の 両 側
） の 部 位 が 、 ト ッ プ シ ー ト ２ １ お よ び バ ッ ク シ ー ト ２ ３ の 第 ２ 吸 収 コ ア ２ ２ ２ の 左 右 両 側
の 部 位 に 、 そ れ ぞ れ 外 装 部 ３ を 介 さ ず に 直 接 接 合 さ れ て パ ン ツ タ イ プ の 中 央 本 体 部 ２ が 形
成 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 、 外 装 部 ３ は 省 略 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 上 述 の 吸 収 具 保 持 カ バ ー の 構 造 は 、 い わ ゆ る オ ー プ ン タ イ プ の 吸 収 具 保 持 カ バ ー に 適 用
さ れ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 吸 収 具 保 持 カ バ ー の 外 観 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 吸 収 具 保 持 カ バ ー の 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 吸 収 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 吸 収 具 保 持 カ バ ー の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 吸 収 具 保 持 カ バ ー の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 吸 収 具 保 持 カ バ ー の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 吸 収 具 保 持 カ バ ー の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 吸 収 具 保 持 カ バ ー の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 吸 収 具 保 持 カ バ ー の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 吸 収 具 保 持 カ バ ー の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 １ ， １ ａ ， １ ｂ 　 　 吸 収 具 保 持 カ バ ー
　 ９ 　 　 吸 収 具
　 ２ １ 　 　 ト ッ プ シ ー ト
　 ２ ３ 　 　 バ ッ ク シ ー ト
　 ３ ３ 　 　 中 間 弾 性 部 材
　 ２ ０ ２ 　 　 中 間 部
　 ２ ２ １ 　 　 第 １ 吸 収 コ ア
　 ２ ２ ２ 　 　 第 ２ 吸 収 コ ア
　 ２ ２ ３ 　 　 第 ３ 吸 収 コ ア
　 ３ ０ ０ 　 　 中 心 線
　 ３ ０ ２ 　 　 中 間 部
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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